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慣性核融合炉ではペレット爆縮後に炉壁がダメ

ージを受け, アブレーションされる可能性がある.

その際に生成したプラズマ粒子が炉の対称中心付

近で会合することでエアロゾルを形成し, 次段ペ

レット爆縮を妨げるなどの問題を引き起こすこと

が危惧されている. 我々のこれまでの研究で, レー

ザーアブレーションで生成した 2 つのプラズマプ

ルームを互いに交差させると, プルーム交差域で

カーボンナノチューブなどを含むエアロゾルが形

成されていることが明らかになっている[1]. また, 

その交差域にプローブ用レーザーを照射したとこ

ろ, エアロゾルなどの浮遊微粒子からのものと考

えられるレーザー散乱光が観測された[2]. 本研究

では, エアロゾル形成過程の解明のため, レーザー

散乱光計測により浮遊微粒子の空間分布の時間発

展を調べた. 

図 1に実験装置セットアップを示す. Nd:YAG レ

ーザーの 3倍高調波(355 nm, 6 ns, 10 Hz)を真空容

器内に設置した 2 つの湾曲ターゲット表面に線集

光照射(~ 0.1 mm by ~10 mm, 10 J/cm
2
/pulse)するこ

とでターゲットをアブレーションさせ, 生じた２

つのプラズマプルームを交差させた . 別の

Nd:YAGレーザーの2倍高調波(532 nm, 8 ns, 10 Hz)

をプローブ用レーザーとしてプルーム交差域に照

射(Φ ~ 5 mm, ~70 mJ/cm
2
/pulse)し，真空容器上部に

取り付けた ICCD カメラを用いて交差域からのレ

ーザー散乱光を計測した. 上記条件の撮影画像に

はプラズマ自発光が含まれるので画像解析によっ

て取り除き, レーザー散乱光のみの画像を得た. 

図 2 は炭素プラズマプルーム同士が交差し始め

てから 0.5 μs, 1.5 μs, 2.5 μs, 3.5 μs後のレーザー散乱

光画像(原点: 交差域の中心)である. レーザー散乱

光は約 3 μs 間だけ観測され, 1.5μs 時に散乱光の発

光強度はピークを迎えた. また発光領域は時間と

ともに広がっていることが分かった. 本発表では, 

ターゲットに炭素を用いた場合のレーザー散乱光

計測の結果を中心に，プルーム交差域を浮遊する微

粒子の空間分布の時間発展について議論する.  

 

図 1 実験装置セットアップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 レーザー散乱光の時間変化 
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